様式第３号

総合評価　技術提案書(施工実績、配置予定技術者、社会性・地理的条件)

簡易型Aタイプ

	工事名
	

	提案企業名
	


【企業の施工実績】

市が指定した工種(建設業法第2条第1項別表上欄の工事区分)を同種の対象とする。

	工事名称
	発注機関名
	施工場所
	工　期
	契約金額
	受注形態
	工事概要
	CORINS登録番号

	
	
	
	
	
	
	
	


【配置予定技術者】

　3名まで記載できる。ただし、複数人数記載した場合は、評価項目毎に最も評価値が低い値で評価する。

〈資格〉

	番号
	氏名
	生年月日
	法令による資格

	
	
	
	資格名
	資格取得年月日

	１
	
	
	
	

	２
	
	
	
	

	３
	
	
	
	


〈施工経験〉　番号は上記「資格」と整合させること。（例：下記施工経験の1番は上記資格1番の技術者についての経験を記入）

	番号
	工事名称
	発注機関名
	請負業社名
	施工場所
	工　期
	契約金額
	受注

形態
	従事

役職
	工事概要
	CORINS

登録番号

	１
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


【社会性・地理的条件】
※丸亀市建設工事指名競争入札参加資格審査において、各項目について申請していない場合は、登録等が証明できる書類を添付すること。
〈ISOマネジメントシステム等への取組〉

	認証登録
	ISO9001
	有　・　無

	
	ISO14001
	有　・　無

	
	エコアクション21
	有　・　無

	
	エコリーダーまるがめ
	有　・　無


〈労働災害防止への取組み〉

	労働災害防止協会への加入
	有　・　無


〈災害時の活動体制〉　　※活動実績を証明する書類を添付すること。
	丸亀市と災害時における応急措置等の実施に

関する協定に基づく活動実績（過去５年度間）　
	有　・　無


〈市内企業の活用〉　　※Ａ´タイプのみ記載してください。

	市内企業への予定一次下請負等比率
	　　　　　　　％　※小数点以下切捨て


技術提案書作成上の注意

【企業施工実績】

1． 提出期限日の5年前の日の属する年度の4月1日以降に完成し、技術提案書提出までにCORINSに竣工登録した元請工事を評価の対象とする。（技術提案書提出時においてCORINSに竣工登録していないものは記入しないこと。）
2． 評価の対象となる発注機関は、「国（公団を含む。）又は地方公共団体」とする。
3． 評価基準中「同業種工事」とは、「　　　　　　　工事」（建設業法別表第1の上欄に掲げる工事区分。以下同じ。）とする。

4． 評価基準中「規模」とは、今回発注する工事の予定価格であり、当該予定価格に対する、様式に記入した契約金額の割合で評価する。

　（例）今回発注する予定の予定価格が2,000万円で、様式に記入した過去５年度間の同業種工事の契約金額が1,500万円であった場合、1,500万円÷2,000万円＝75％となり、評価基準「CORINS登録同業種工事で70％規模以上の実績有」に該当することとなる。

5． 「契約金額」欄には、最終契約金額を記入すること。特定建設工事共同企業体としての施工実績は、出資比率に応じた金額を記入すること。（ただし、出資比率が20％未満の構成員の実績については評価対象外とする。）
6． 該当する施工実績がない場合は、「工事名称」欄に「該当なし」と記入すること。

７．受注形態は「単体」もしくは「ＪＶ」と記入すること。（配置予定者の施工経験欄も同様。）
【配置予定技術者】

1． 配置予定技術者を複数人申請している場合は、項目ごとに最も評価の低いもので評価する。

2． 〈資格〉と〈施工経験〉の番号は整合させること。（資格の1番に記入した技術者の実績を施工経験の1番に、２番に記入した者の実績を2番に記入する。）

〈資格〉

3． 評価基準中「指定資格」とは、別表「対象資格表」に示す対象資格のうち、「　　　　　　工事」に対応する資格とする。
4． 当該資格の合格証明書又は登録証の写しを添付すること。写しの添付がない場合は、「資格なし」で評価する。

5． 該当する資格がない場合は、「資格名」欄に「該当なし」と記入すること。

〈施工経験〉

6． 提出期限日の5年前の日の属する年度の4月1日以降に完成し、技術提案書提出までにCORINSに竣工登録した元請工事を評価の対象とする。（技術提案書提出時においてCORINSに竣工登録していないものは記入しないこと。）
7． 評価の対象となる発注機関は、「国（公団を含む。）又は地方公共団体」とする。
8． 評価基準中「同業種工事」とは、「　　　　　　　工事」とする。

9． 評価基準中「施工経験」は、主任（監理）技術者としての施工経験を評価の対象とする。（主任（監理）技術者以外の施工経験は記入しないこと。）

10．「従事役職」には、「監理技術者」又は「主任技術者」と記入すること。
11．評価基準中「規模」とは、今回発注する工事の予定価格であり、当該予定価格に対する、様式に記入した契約金額の割合で評価する。

12．「契約金額」欄には、最終契約金額を記入すること。特定建設工事共同企業体としての施工実績は、出資比率に応じた金額を記入すること。（ただし、出資比率が20％未満の構成員の実績については評価対象外とする。）この場合、契約金額は、出資比率に応じた金額を記入すること。
13．該当する施工実績がない場合は、「工事名称」欄に「該当なし」と記入すること。
様式第３号

総合評価　技術提案書(施工実績、配置予定技術者、社会性・地理的条件)

簡易型Bタイプ

	工事名
	

	提案企業名
	


【企業の施工実績】

市が指定した工種(建設業法第2条第1項別表上欄の工事区分)を同種の対象とする。

	工事名称
	発注機関名
	施工場所
	工　期
	契約金額
	受注形態
	工事概要
	CORINS登録番号

	
	
	
	
	
	
	
	


【配置予定技術者】

　3名まで記載できる。ただし、複数人数記載した場合は、評価項目毎に最も評価値が低い値で評価する。

〈資格〉

	番号
	氏名
	生年月日
	法令による資格

	
	
	
	資格名
	資格取得年月日

	１
	
	
	
	

	２
	
	
	
	

	３
	
	
	
	


〈施工経験〉　番号は上記「資格」と整合させること。（例：下記施工経験の1番は上記資格1番の技術者についての経験を記入）

	番号
	工事名称
	発注機関名
	請負業社名
	施工場所
	工　期
	契約金額
	受注

形態
	従事

役職
	工事概要
	CORINS

登録番号

	１
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


【社会性・地理的条件】

※丸亀市建設工事指名競争入札参加資格審査において、各項目について申請していない場合は、登録等が証明できる書類を添付すること。

〈ISOマネジメントシステム等への取組〉
	認証登録
	ISO9001
	有　・　無

	
	ISO14001
	有　・　無

	
	エコアクション21
	有　・　無

	
	エコリーダーまるがめ
	有　・　無


〈労働災害防止への取組み〉

	労働災害防止協会への加入
	有　・　無


〈災害時の活動体制〉　　※活動実績を証明する書類を添付すること。

	丸亀市と災害時における応急措置等の実施に

関する協定に基づく活動実績（過去５年度間）　
	有　・　無


〈市内企業の活用〉　　※Ｂ´タイプのみ記載してください。

	市内企業への予定一次下請負等比率
	　　　　　　　％　※小数点以下切捨て


技術提案書作成上の注意

【企業施工実績】

1． 提出期限日の5年前の日の属する年度の4月1日以降に完成し、技術提案書提出までにCORINSに竣工登録した元請工事を評価の対象とする。（技術提案書提出時においてCORINSに竣工登録していないものは記入しないこと。）

2． 評価の対象となる発注機関は、「国（公団を含む。）又は地方公共団体」とする。
3． 評価基準中「同業種工事」とは、「　　　　　　　工事」（建設業法別表第1の上欄に掲げる工事区分。以下同じ。）とする。

4． 評価基準中「規模」とは、今回発注する工事の予定価格であり、当該予定価格に対する、様式に記入した契約金額の割合で評価する。

　（例）今回発注する予定の予定価格が2,000万円で、様式に記入した過去５年度間の同業種工事の契約金額が1,500万円であった場合、1,500万円÷2,000万円＝75％となり、評価基準「CORINS登録同業種工事で70％規模以上の実績有」に該当することとなる。
7． 「契約金額」欄には、最終契約金額を記入すること。特定建設工事共同企業体としての施工実績は、出資比率に応じた金額を記入すること。（ただし、出資比率が20％未満の構成員の実績については評価対象外とする。）

5． 該当する施工実績がない場合は、「工事名称」欄に「該当なし」と記入すること。

７．受注形態は「単体」もしくは「ＪＶ」と記入すること。（配置予定者の施工経験欄も同様。）

【配置予定技術者】

1． 配置予定技術者を複数人申請している場合は、項目ごとに最も評価の低いもので評価する。

2． 〈資格〉と〈施工経験〉の番号は整合させること。（資格の1番に記入した技術者の実績を施工経験の1番に、２番に記入した者の実績を2番に記入する。）

〈資格〉

3． 評価基準中「指定資格」とは、別表「対象資格表」に示す対象資格のうち、「　　　　　　工事」に対応する資格とする。

4． 当該資格の合格証明書又は登録証の写しを添付すること。写しの添付がない場合は、「資格なし」で評価する。

5． 該当する資格がない場合は、「資格名」欄に「該当なし」と記入すること。

〈施工経験〉

6． 提出期限日の5年前の日の属する年度の4月1日以降に完成し、技術提案書提出までにCORINSに竣工登録した元請工事を評価の対象とする。（技術提案書提出時においてCORINSに竣工登録していないものは記入しないこと。）

7． 評価の対象となる発注機関は、「国（公団を含む。）又は地方公共団体」とする。

8． 評価基準中「同業種工事」とは、「　　　　　　　工事」とする。

9． 評価基準中「施工経験」は、主任（監理）技術者としての施工経験を評価の対象とする。（主任（監理）技術者以外の施工経験は記入しないこと。）

10．「従事役職」には、「監理技術者」又は「主任技術者」と記入すること。

11．評価基準中「規模」とは、今回発注する工事の予定価格であり、当該予定価格に対する、様式に記入した契約金額の割合で評価する。

12．「契約金額」欄には、最終契約金額を記入すること。特定建設工事共同企業体としての施工実績は、出資比率に応じた金額を記入すること。（ただし、出資比率が20％未満の構成員の実績については評価対象外とする。）この場合、契約金額は、出資比率に応じた金額を記入すること。

13．該当する施工実績がない場合は、「工事名称」欄に「該当なし」と記入すること。
様式第３号

総合評価　技術提案書(社会性・地理的条件)

簡易型Cタイプ

	工事名
	

	提案企業名
	


【社会性・地理的条件】

※丸亀市建設工事指名競争入札参加資格審査において、各項目について申請していない場合は、登録等が証明できる書類を添付すること。

〈ISOマネジメントシステム等への取組〉

	認証登録
	ISO9001
	有　・　無

	
	ISO14001
	有　・　無

	
	エコアクション21
	有　・　無

	
	エコリーダーまるがめ
	有　・　無


〈労働災害防止への取組み〉

	労働災害防止協会への加入
	有　・　無


〈災害時の活動体制〉　　※活動実績を証明する書類を添付すること。

	丸亀市と災害時における応急措置等の実施
に関する協定に基づく活動実績
又は丸亀市からの要請に基づき、災害時に
活動実績
（いずれも過去５年度間）
	有　・　無



